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電 　　波　　の　　遮
　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　ち

藪1授、淺．見義弘
助手　松　　浦　　貞　　夫
　　　　（｝1召禾日22・年L1月　15日）

蔽

　　　　　　　　・Studies　on　the　Electromagnetic　Screening

　　　　　　　　　　　　Yoshihiro　Arami　alld　Sada6　M：atsuura

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract，

　　Th・…t・e　rper・m・n・・1…d・・・…1ec…甲・g・・ti・・c・ee・i・g　f・…m・・d・nd　und卿rd・1・・み

short　㌦vaves．　　　　　　　　　・　　　　 　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　At　first　the　screelllng　effects・of　closed　metalbbxes　alld　metal　wlre　mピshes　for　undamped　ultra－

ShOrt　WaVeS　Were　illVeStigated．

　　Then　the　leakage　of　the　electromagneffc　ficld壬rom　the　lnsulatedl　lc携d　wires，　smail　holes　and

narrow　gaps　of　slits　o鼠｝the　surf舞ce　of　the　metal　box，　their　dimensions　hav；11g　been　compared　with

the　wave　Iengtll　of　the　electric　waves，　wer6　investigated・

　　1みtlast　tbe　samb　pゴoblcms　as　above　were　s亡udied　for　damped　waves　generated　by　oscillatory

drcuits　using　spark　ga1）s，　　「　　　　　　．　　‘　　・　　b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘　　　　　　数’

　　　　　　　　1　緒　　　　言・………………・…一…一……・・…・・一・・…一………　1

　　　　　　　　E　概　　　識一・・……・…・・…・∵………一・……………・；…・…・……　2

　　　　　　　　皿細隙の共振現象………・∵……唄・……”・………・…………………3

　　　　　　　　17　紹縁線に依る電波の漏洩……・…㌔…∵・…．……………・・……’……　5

　　　　　　　　V遮蔽装羅の共振現象………一・・……………一・…・……一……7，
　　　　　　　　W　結　　　論……一・・…・一……………・・…一一……・………・げ…　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　1・繕　　　　　　欝　、　　　　　　　　．　・

　低周波乃至ラヂオ周波電厳界に封ずる遮蔽は比絞的簡軍であり，既に護表せられたもの恐相當多

く販けられるがρ超短波鷹麗犀灘潤ては糠箱が融鍛長と甲西或はそ鰐上の大

ぎさに達する爲，理論上にも取扱い難く實験結果の獲表せられたものも極めて少い。叉襲電機め刷

子，内燃機關の着火栓其の他領氣火花を獲生ウる同路から獲射される減衰電波が，超短波の通儒に

茜しい妨害を與えることば古く’から知られた事實であり，遮蔽によるその防止方法に關して既に磯

牽せられ充ものも見受けられるが，未だ完全に妨害を消去したといラ事を聞かなV・。（2）

　斯くの如く超短溝の遮蔽は極めて困難なものとされてみるが，著者等は三々の角度から此の問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノに關する研究を進めてきた所，果して遮蔽箱が電波の波長と同程度に達すると，二三の特異現象が

現れる事を知ったので，その一部は既に獲表したが，町舷に其の後に於ける實験結果を屯取纏めて

報告する乗第である。・　’　　　　　　　　　曵



『2 淺見義弘・松浦貞夫．

IL　概 論

　火花闇隙を有する髭面同路より機生する減衰電波が，無線通信，特に超短波の通信に劃し甚いρ

妨寵難る事胴嫡あり諺に關」ては騨継の言舷畷表紳てるる・（2）此9妨舗灘・

各種電氣鳥路に於ける火花放心に依り減衰電氣振動が磯生し，外部に輻射するものであって，そめ

波長は極超短波から短波範園以上に迄及んでみるのである。蝋紙の妨害作用の輕減或は除去手段の
　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　～

一つとして，電源をも含め電氣回路全部を銅級或はその他の金属板で遮蔽ずるごとが考え阜れるが，

實際問題としては，之でも尚超短波範團に於いて相當り漏洩があり，磁密な遮蔽は不可能であった。「

　そこで，吾々は最初に＊花聞隙を含む箪純な電氣同路よ抄磯生する妨害電波を遮蔽することから，

．更に進んで，・一般内な遮蔽装置に封ナる超短波の漏洩並に侵入現象を明らか犀する爲，種々の質験

を行ったのである。

　本實験用’に使用した遮蔽箱は，厚さ0．2mmの銅板で蔽はれ，120Cm×85cm×75cmの大きさを有

して居り，前面は爾開の扉になってみる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ

　先づ此の遮蔽箱の中に連績波畿振装置叉は火花間隙を入れ，外部の漏洩電界を調べた結果，次の

檬なことカ§わかった。

　（1）波長0．2乃至80mの蓮績波稜振器を電源電池共全部前記銅箱内に納醐．完全に密閉する

　　　と，漏洩は殆んど零となった。　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　．（2）　銅，門門叉は鐵製の金網（1cmΩ當りの’目凹1～400箇）は極超短波にi卜して相當有効な遮

　　　蔽効果を示した。

　　　　　D一・d1噺卸但し瓦門前の電界蝦　　　　r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　E1；遮蔽後の電界張度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉
　　　の定義による遮蔽滅衰量娃25～35のであった。

　（3）博遮蔽糊面上の圓形，品形の小穴からの漏洩は比較的少竺。第一圖は遮蔽箱内に波長i90　cm

　　　の爽振装置を入れ，その一面に圓形の穴を切取って行った場合，穴4）直径に甥する外部漏洩

　　　電界強度の応化を示すものである。即ち直径15cm程度から漏洩が始り，約30　cm（隠1周が

　　　一波長）に淫すく頃から急激に増加した。但し増加する途申，温温が一波長に一致する顯に

　　　於ては，圖の黙線に示す如く電界二度の降下する事が多かった。之は室隙の周園が共振した

　　　爲の二二現象と思われる。

　（4）電源引込用の絶縁導線が遮蔽権内外匠通じていれば，多量の電波が漏洩’した。

　（5）遮蔽鯛板の催目，或峠扉の締合せ鉾が不完全で極めて細蔑い隙間が出來うと・著しく電波が’

　　　漏洩する場合が多かつ陀。

　（6）鰍装置全部謎蔽箱敵入れ，完全に糊すると漏洩は殆ど鰍なる魁遮蔽撒嫡

　　　璽遮蔽線を維て遮蔽着火栓箱内で着火させた場合には，完全に密閉しても，或る程度の漏洩
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が認められだ。

　之等の基礎實瞼かち，特に（4），（5），（6），各項の

問題に就て詳細な實験を行った結果，次章以下に

於て蓮べる如く，遮薇装置の大きさが被遮蔽電波

の波長と比較出汁る程度以上になれば，種々の共

振現象の存在する事が明らかとなったの矯ある。

即ち細隙はそ¢）長さがλ／2の整数悩に一i致した

時，絶縁導線の場合は，箱内及び箱外に夢る部分

の長さがλ／遭の奇激倍に：一致した時に著しく電波

赤漏洩した。叉蜜閉された遮蔽装置に於ても，そ

の装置に共振し旋波長の電波が特に多く漏洩する

が，その量は前二者に比して相當少かった。

IIL　細隙の興振現象
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（1）細隙共振特性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　一　　圖
　先づ前記遮蔽箱内に，波長約90Cmの嚢振器を

電源電池共全部納め，第；岡の如く箱の一面に幅1～2mmの短く這い細隙を切取って行き，箱外
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第　　二　　圖

隙　共振　特　性

一定の位置にル画プアンテナ，鑛石槍波器及び槍流

計より成る受信器を置いて，箱外に漏洩する電界の

張さを測定したQその結果は第二岡實線に示す様に

細隙¢）長さが或る程度迄は殆ど漏洩が無く，歳る黙

から漏洩が始り，急激に増加して約45cm（牛波長）

に於て最大値を示し，その後は細隙を長くすると却

って減少，更に90cm（画波長）附近に第二の小～峯

な山が現れだ。

　次に磯回装置を箱外に置き，受信器を箱内に入れ
穿

た場合にも，圖の黙線の如く約牛波長及び一波長に

於て，侵入電波の極大値が存在したのである。爾一

波長細隙に於て，箱外に漏洩する場合には，．箱内に

侵入する場合に比し著しく山が低く，時には殆ど認

められない様な事もあった。叉一般に牛波長細隙よ

りも一波長細隙の方が漏洩が少かった6更に一波長

以上の細隙に於ける現象を確める爲に，波長34cm
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の畿振器を珍物に置き，受信器を宇内に入れて，前記同様の細隙長甥受信今度特性を測定した結果，

・第三圓に：示す様に，略牛波長の整数倍毎に下天値が見られたのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）細隙を短絡した場合　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先づ波長約90cmの四界鯨置を遮蔽箱丙に・叉

　穣　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　受信器は回外に置き，引倒に長さ約100Clnの細

齋　　　　、　　隙を水紡離晦，第調の曲線に・つても’
　絆・　　　　　　　．　判る檬に論流計の振れば非散少い。そこで短
　kl。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絡片を以て左端から短絡しつ』移動してゆくと，

　　　　　　　緯即下＿　　　　9『　　　45cm及び556mの二黙に於て振れば極大値を示・

　　　　　　　　第三圃　　　『し齢之は短絡片と細隙の左端叉は右端との聞に

　　　　　　細瞭共振特性　　　牛波長細隙が出來た爲漏蛎増肌たのである。

　一般に：数箇の短絡片を以て細隙を短絡二分する時，その中の一一つの細隙が2うcm以上になれば漏

1洩が始りヂ牛波長となれば特に著しかった。，

（3）牛波長細隙の特性

　細隙より漏洩ずる電波の特性を知る爲に，波長90cmの獲振器を銅遮蔽箱・内に納め，その一面の

略中央に床と垂直に幅約1卑mの牛波長細隙と作り・箱型に：於ける漏洩電界分布を調べてみた。

　受信器としては，直径15cmの一捲ループアンテナに鑛石槍波器をつけ，長さ約4mり二芯入

遮蔽線を通じて導流計に接讃し，このループアンテナ面を次の三種の方向に置いた場合の，箱外各

回に於ける電界強度を測定し疫のである。

　（1）アンテナ面と細隙が直角をなす場合。

　（ii）プンテナ面と細隙を有する箱面とが準行な場合。

　（iii）　アンテォ面と細隙を含み二面に直角な面とが雫行な場合。

　その結果，牛波長細隙より電波が漏洩する場合には，細隙とノ」一プアンデナ面とが直角をなす時，

最も電界力甥星力》つた。

　爾，箱内寸振器自身の回する電波の偏波方向を知る爲に，銅箱をとり除いた場合の電界をも調べ

　　　　　　　　　　　　ノたが，一般に細隙の場含とは異り，細隙より漏洩する電波D偏波方向は，細隙に直：角な方向に電界

を有する所の細隙濁特のものであり，獲振源に關しない事が明らかとなったのである。

（4）　細隙の幅の影響

　遮蔽野守に波長90cmの獲振器と入れ，その一面た縦を45　cm　eド波慶）に保’ち，横隔を零から

ユ5c【n迄攣化する事が出町る装置を作り，箱外一定ゐ泣男に受信器を置いて，細隙7）開きに：封ずる

　　　　　　ノ受信瞼薦瀧回した・その糸課は歯鏡に示ずように・細隙の幅雅力λ1mm位開くと急灘

漏洩が檜加し，その後は一般に細隙D開きに從って漏洩も緩かに増加したのである。筒，受信ル冊

プアンテナ面の向きによっては，細隙の開きが1～21nmを過ぎると，却って漏洩の減少する事も



　　　　　　　　　　　　　　　　電　　波　　の

・あった。

（5）　特殊形歌を有する細隙の共振

　前項迄に述べた細隙は，総て直線状のものであ

るが，之を或る形に曲げると，．搬にλ／2と異

りた細隙長に於てi共振した。

　第五圖は，一例として縦の長さが．λ／6の“罰”

及び“置”字形細隙共振特性を示す。即ち“題”

字形細隙の共振黒燃全長が〃2であったが，“血”

字形の場合は0，67λとなった。但しこの場合には

同圖くB）め黙線で示す部分の長さが略λ／2とな々

っている。
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5

　一このような細隙から漏洩する電波ば，水雫，垂直爾方向の電界成分を有して居り，同圓（C）の’㌧

ように，細隙の水畔部分を折返すと，水挙域分のみとなったが，共振長は更に長い方へ移動した。

（6）細隙の輻射特性　．　　　　、

　以上蓮べ旋ように，細隙の長さが被遮蔽電波の牛波長叉はその整数倍に一致する時は，その漏洩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は特に著しいが，條件によっては遮蔽箱が全く遮蔽
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　　　　　　第　五　瞳1

し得ることが明かとなったわけである。

の役目を果さない程多量に漏洩する場合もあった。・

そこで細隙を有する金驕面を一種の輻射系として利

用し得ることが曙示せられた。特にレッヘル線の二

三を牛波長細隙め申央部の爾端へ直接接績して飴電

すうと，輻射量は一般に：著しく増加した。そしてそ

の利得は，ダブレツ、トアンテナと比較して同程度叉

はそれ以上に及ぶことが實験によレ明かとなった。

且つその指向性は，ダプレツトアγテナと類似して；

居り，数個の共振細隙を同一金馬面上に適當に蚊べ

て三三な位相の電源で之を鱗電すれば，著しく尖鋭

な指向性を得ることが出來た6，・，

　要するに細隙を有する金屡面は，從來のアンテナ

ビと同様に，優秀な輻射系として，特殊な目的に利用

　　　　　　　　　　　　1▽　黒縁導線橿俄る電波4）漏淺

遮蔽糖を用ぴ電波を蔽蔽する場合，電源用或はその他の同的の爲に，箱と絶縁された導線が遮蔽
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箱の内外を通じている事が多V・。

　此のような時鴇絶縁導艦によってどの程度の電波が漏洩叉は侵入するか，或はその長さ及び波

長に封して漏洩又は侵入電界三度が如何に攣化するかといふさうな問題に就いて，二，三の實験を

試みたのである。　　　　　　　　　　　　　　　　、

　遮蔽箱としては前記銅籍を用ひ，．その中に：嚢振装置を納め，箱の一面に直樫約1Cmの穴をあけ，

此の穴を通じて絶縁線を出入させた。此の場合，絶縁線端は他のものとは全然接績ぜられていなか

つだ。叉割振波長は0、9～70mに至る範園とし，絶縁線の長さは2ん10mの範圃で，その長さと波

長との比が玉／7～10倍程度に及ぶ塵で實験を行ったのである。

（1）∴絶島線を箱内より引出していった場合　　　　　　㌦’　　　　　　　　　　，

　先づ波季ミ．1mの稜振装置を箱内に入れ，、同調同路，鑛石槍波器及び三流計よりなる受信器を回外

㎜
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　　　　　　　　第　　六　　圖

　　　　継線線ヲ酬1ヨ蹴出シタ揚合

波長95cmの三振装置を遮蔽箱内に入れ，長さ約10　mの絶縁線を箱の外部より内部へ引入れ，内

部の縄縁線長に樹ずる箱外漏洩電界三度を測定した場合にも，絶縁線を外部に引出した場合と大艦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
同様な共振結性が現れた。

（3）3波長D長さを有する絶縁線を用いた場合　　　　　　　　　　　旛

　波長95cmとし，絶縁線は長さ3×95＝285　cmのものを用ぴ，（1）の場合と同様に継縁線．を箱

内から引出していった場合の實験結果を第七圖に示した。これは箱Z）内外に於ける共振が同時に：行

われた場合であるが，若しも絶縁線の長さが正確に波長の倍藪でなV・時は，、中駆附近に於ては，箱

外及び箱内双方にある絶縁線の同調に依り・，複雑に漏洩特性が攣化した。

に置き，長さ．約10mの絶輝線を三内より順家引・

出し，その先端と一定の位置を保つように受信器

をも移動しながら受信してゆくと，第六腸1實線に：

示すように遮蔽箱外部に露出する導線の長さと共

に漏洩も増加1し，約25cm即ちλ／4附近に：曾て最

初の極大値を示し，それ以上では却？て減少，そ

　　　3　　5
の後4．λτλ絆波長敏第二，第三……の

山が現れた。同門二線は波長3．5mに於ける同様

な曲線である。

　次k絶縁線の長さに比し波長が長い場合には，

箱外に引出ざれる絶縁線と共に最初は漏洩も増加

し，その後門かの起伏があ？たが，前のような共

振特性は見られす，三ってその漏洩度も比較的小

’さかった。

（2）絶縁線を三内に引入れた場合



　　　　　　　　　　　　　　　　電　　波　　の

（4）芯線導腱と遮蔽箱とを接燭させた場合

　絶縁線の芯線導膿と遮蔽箱とを接腸させると，漏

洩量は著しく減少し疫が．矢張り共振特性を認ある

ことが出來た・但し此の船には，‘時納音脹共振

による山が大きく現れ，之に比して外音「長の共振に

よる山は甚しく小であ砂，時には殆んど認められぬ

ことさへあった。

（5）　絶縁線を通じて電波を侵入せしめ疫場合

　次に波長90cmの磯振器を箱外に置き，受信器を

箱内に：入払電波を侵入させた場合について實瞼を

行った。即ち長さ．45mの絶伽長論の外部かち順

遮　　簸

　十go
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　　　　第　　七　　圖

3波長ノ：良サヲ有スノビ絶縁線ノ場合

面倒の内部に侵入させ，その先端近く受信器を置いて調べた結果，この場合も箱内から回外に漏洩

する場合と同檬な共振特性り存在することが明らかとなった。

　以上あ實験結果から，遮蔽籍り内外に通する絶縁線が存在する時は，箱の内部及び外部にある絶

縁線の長さに慮じて電波の漏洩度が異り，旗艦普通のアンテナと同様な共振　性のあることが明ら

かとなった。そして共振時に於ける遮蔽減衰量は0～25あ・叉遮蔽箱と芯線三面とを接燭させた場

合には45甑程度であった。從って偶然にも軍慮に共振しているような絶縁線が遮蔽箱の内外に

通じ℃いる場合には，その遮蔽箱は殆ど遮蔽の役目・を果さないとともあるといって差支なV・のであ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　遽蔽装置の共娠現象　　　　卿

「恥蒲
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　　轟距藩蔽線長

　　第　　八　　圃

（1）　遮蔽装置共振特性

　第八圖のように銅遮蔽箱内に・インダクションコ

ィル（1，C）を入れ，その出力を高塵遮蔽線により

着火栓箱（10cm×15cm×25cm）内に導いて着火

させ，遮藤線から約2m、離れた所に畳信波長i．6m

のスーパーヘテロダイン式受信器を＼置き，その出

力電堅振幅をブラウン管によって測定した。

　かくして箱閥高堅遮蔽謙長（圖の1の部分うを

攣えてゆくと，そ：れに俘って受信電波振幅は第八

圖の曲線のように攣化した。即ち第一の山はλ！4

より小なる黒占に於て生b，’その後略々λ／2毎に第

二，第三の山が認められたのである。（但しλは

受信波長）



8 淺見義弘。松浦頭夫

　この場合，遮蔽箱の扉を密閉した時と全開した時め電界彊度比嫁，最大百分の一程農であった。

　若しインダクシヨン3イルと着火栓とをこ二極遮蔽ケーブルで結び，着火同報と遮蔽筆路を絶縁す

れば，漏洩は幾分減少した。

　：又，この現象は，着火装置を箱外，受信器を箱内に置き，減衰電波を遮蔽箱内に侵入させた場合

に二も同虜乏であった。

　之等の實験から，一般に遮蔽着火装置から，多くめ高調波を含んだ複瓢な減衰波が漏洩する場合

には、遮蔽装置に共振する様な波長をもつた高調波が，特に多量に漏洩するものと考えられる。

（2）　遮蔽装置の1形歌の影響　　　　　　・

　一般に着火栓箱D大きさを攣えると，箱闇高墜遮蔽線長に封ずる漏洩電波振幅曲紘は醇化した。

即ち着火栓箱の非常に小さな場合には，略々λ／4の黒占に嘗て第一の山が生じたが，箱が母艦なる
　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

につれて，最初の山の位置は短い方へ移動したのである。

　又必事しも着火栓箱を大きくしなくても。小さな着火栓箱に，金屡板をと．りつけてる，箱を大

きくしたと同瞭な効果があった。　　　、　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　・

　或は，遮蔽された高垣磁石獲電機と着火栓箱との闇を遮蔽線で蓮絡した上に，更に短絡導線で結

ぶと，その短絡線の長さに鷹Oて漏洩は著しく「攣化した。．

　恒等の特性は遮蔽装置の形状によって，その共振波長か攣1ヒする結果によるも¢・であらう。

　遮蔽箱と高著遮蔽線との聞が大きな黒革抵抗を有する場合，域はその闇が絶縁されて居り　その

代りに之を他の短絡線で接績した場合にも，前と同様な共振詩性が存在したが，その漏洩量は完全

に援i角蜀した場合に比し，著しく多かった。

（3）　　二二　　重　　遮　　蔽　・

遮蔽高緯距磯電機，高野遮灘及備火脚限りなる遮磁置を，更に銅牙叫び銅管で二重に

遮鞭すると，殆ど漏洩電波を槍知することが撃墜なかった。叉，遮蔽線或はその一部分に金属板を

被せて，同路の重要な部分だけを二重に遮蔽しても，相當の効果があり，遮蔽減衰量を20あ程度

増加させるごとが出來だのである。但しこの場合は．接鱗を特に良好に保つ必要があった。

　以上の實験から・遮蔽された着火装｛置に於ては，それに共振する波長の電波が特に多く漏洩する・

こと，從って遮蔽装置が定まれば，使用波長を適當に選定し，或は使旧波長が定まれば，遮蔽装置

の形欺を非共振とすることによって，相欝有効な遮蔽をなし得るごとがわかった。叉二重遮蔽を施

す場合には，内外の遮蔽装置の形をかへ，一方の共振する周波数に於ては，他方を非共振1伏態とな

る柔うにすれば，廣範園の周波数に縛して，極めて嚴籍に遮蔽ずること力咄來るのである。

　　　　　　　　　　．　　　　VI結　　　　論

瀧波の遮駆關し趣の鰍を動て窒たが・そ僻ρ結羅綜合すると，次の女・く回る・

　L　輩一の銅箱は室隙さへ無ければ，實用上優秀な遮蔽効果を示す亀のである。



織　波　　の　遮．1織・ 蓼

（遮蔽減蓑量60～80．4ゐ程度）

　2．銅，眞鍮，鐡等で作られた細かV・金網も，極超短波に謝しては相當に良媒な遮蔽効；果を示し

ている。（25～35あ程度）

　3．遮蔽篇面にある圓形，矩形等の小室隙からは，漏洩が比較的少い。

　4。遮蔽箱面上の細隙からは，特にその長さが牛波長の整数倍に一致した時，著しく漏洩する。

（0～15あ程度）。且つこの場合の漏洩電波の電界ベクトルは，細隙長㊧：方向と直角である。

　5．　遮蔽箱の内外を通ずる絶縁線がある時には，一般にその絶縁線の箱内及び箱外にある部分が，

被遮蔽電波に共振した時。著しい漏洩を示した。（0～25あ程度）

　6．密閉された遮蔽装置からは，その装置に共振する波長を有する電波が特に多くの漏洩を示ず

が，その最大漏洩量は，室隙を有する場合等の不完全遮蔽盟に於ける最大漏洩量紀比し著しく少な

カ》つた。　（40　4う　程度）

　7．二重遮蔽は極めて有効である。又必すしも全部を二重にセなぐても，例へば遮蔽線の適當な

一部分だけ遮蔽しても相當勧果があっだ。

附記。本研究の一部は工學部に：於いて叉他の一部は慮用電氣研究所に於いて行づ友ものである。
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